
　新型コロナウイルス感染症の影響により、休校していた町内小中学
校では４月７日、一斉に令和２年度入学式が執り行われました。叶水
小中学校の新１年生は小学生が１人、中学生が３人。初登校のこの日、
心配するお父さんを振り切るように、しっかりとした足取りで校舎に
入っていきました。

１人で歩けるよ

５５
２ ０ ２ ０
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政
府
は
４
月
16
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
緊
急
事
態

宣
言
の
対
象
区
域
を
全
国
に
拡
大

し
ま
し
た
。
山
形
県
内
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
急
増

し
て
お
り
、
隣
接
市
町
に
お
い
て

も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
山
形
県
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
正
確
で
迅
速
な
情

報
提
供
に
努
め
、
感
染
拡
大
防
止

と
町
民
の
皆
様
の
不
安
解
消
に
向

け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
国
・
県
・
町
が
発
信
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
正

確
な
情
報
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
む
け
て

冷
静
な
行
動
と
、
手
洗
い
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
等
の
感
染
予
防
策
の
徹

底
と
、
県
外
へ
の
不
要
不
急
の
往

来
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

行
動
し
て
周
囲
に
感
染
さ
せ
て
し

ま
う
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。
不
要

不
急
の
外
出
を
極
力
控
え
て
い
た

だ
き
、
ご
自
身
や
大
切
な
家
族
が

感
染
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
で
き
る
限
り
身
近
な
地
域
で

の
消
費
活
動
に
努
め
、「
３
つ
の

密
（
密
閉
空
間
、
密
集
場
所
、
密

接
場
面
）」
を
避
け
る
取
り
組
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
外
か
ら
来
町
さ
れ

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
来

町
後
２
週
間
は
ご
自
身
の
体
調
に

十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
不
要

不
急
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
小
中
高
校

の
臨
時
休
業
や
公
共
施
設
等
の
休

止
、各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
各
方
面
で
ご
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
対
策
本
部
を
中
心
に
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
と
緊
急
経
済
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
５
月
１
日

小
国
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

本
部
長　

小
国
町
長　

仁　

科　

洋　

一

今、あなたの行動があなたの 家族を守る

▲対策本部であらゆる状況に対応できるよう協議しています



【これまでの対策本部の経過】
２月２６日　「新型コロナウイルス感染症対策連絡調整会議」立ち上げ
２月２８日　「新型コロナウイルス感染症対策本部」格上げ 
３月　３日　臨時休校措置の間の中央児童室での１日保育の実施決定 
３月２４日　町内の縫製事業所に対し、布製マスク製作依頼（２，５００枚） 
                  　町内保育園児、高齢者施設等の利用者に対して布製マスク配布
　　　　　　【経済対策】「小国町中小企業緊急災害対策利子補給」を決定 
３月２５日　各保育園と高齢者施設の職員に対して備蓄マスク配布（３，２００枚） 
４月　２日　各小中学校の児童生徒、教職員に対して備蓄マスク追加配布（６,０００枚） 
４月１０日　町立病院で電話投薬を開始 
４月１４日　小中学校の休校、町立病院の内視鏡検査中止を決定 
　　　　　　役場等受付窓口の飛沫感染防止ビニールシートを設置 
４月２０日　妊婦、透析患者に布製マスク配布（１人につき３枚）
４月２１日　町内事業所から布製マスク７，５００枚が寄贈される。

感染症予防用備蓄品の補充（マスク、消毒用アルコール等）
【経済対策】

飲食業及び宿泊業への営業自粛協力金の交付（６５店舗が対象）
家計の食費負担軽減対策の実施（小中学生の家庭対象）

≪不安を感じている場合≫
新型コロナ相談窓口に電話相談

県庁 健康福祉企画課 
　薬務・感染症対策室  ☎ 023-630-2315
置賜保健所 生活衛生課 ☎ 0238-22-3002

【受付時間】　８時30分～17時15分
　　　　　　（土日・祝日を除く）

今、あなたの行動があなたの 家族を守る

相談・受診・検査について
≪感染が疑われる場合の流れ≫
新型コロナ受診相談センターに電話相談
　　　☎ 0120-88-0006へ
　⇓　必要な場合は受診の案内がされます　
新型コロナ感染症外来
　⇓　検体を採取して、ＰＣＲ検査へ
県衛生研究所　検査の実施

１）手洗い、マスクの着用を含めた「せきエチケット」の徹底をお願いします。
２）３つの「密」を避けてください。

　　①密閉⇒適度な換気　②密集⇒人混みは避ける　③密接⇒一定の距離を置く
３）県外との往来は、控えてください。

感染拡大防止のため気を付けていただきたいこと感染拡大防止のため気を付けていただきたいこと

ご存知ですか？せきエチケット

　感染症をうつさないために、せき・くしゃみをする際、マスクやティッシュ、ハンカチ、
袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえることです。密集、密接時は特に気をつけま
しょう。
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　４月21日、町内事業所の山和建設㈱から町に布製マスク7,500枚が寄贈され、町
長から感謝状が手渡されました。
　山和建設㈱の小山和夫前代表取締役は「町民のかたにマスクを届けたいと思い、
さまざまな業者に問合せを行ったが、どこも受注が多くすぐには発注できない状態
だったため、それならば、町のお母さん達の力を借りて用意できないかと考えまし
た。町民の感染防止に役立ててほしい。」と話されました。
　このマスクはデザイン・制作指導を、子ども服の制作販売をしている舟山康名さん

（北・ブランド名：Kukka（フィンランド語で花を意味する））が行い、制作について
は町内で裁縫が得意なかたがたに依頼して、7,500枚もの寄贈が実現したそうです。
中には、お１人で100枚以上のマスクを制作されたかたもいらっしゃるようです。
　このマスクは、保育園児や小中学校の児童・生徒、高齢者のかたがたに配布し、
感染症予防に役立てていきます。

山和建設株式会社様よりマスクの寄贈がありました

　新型コロナウィルス感染症の影響により、上下水道料金等のお支払いが困難となった
かたに対して、お支払いの猶予などのご相談に応じます。
■対象となるかた
　新型コロナウィルス感染症の影響により収入が減少している場合など、一時的に上下水
道料金のお支払いが困難になっている個人または法人
■対象となる料金
　・上水道料金（簡易水道料金も含む）
　・下水道料金
■支払い猶予等の内容
　お客様の事情により、上下水道料金の支払い猶予や分納納付などのご相談に応じますの
で、電話や窓口にてお問合せください。
■問合先
　地域整備課 水道業務担当（☎：62－2431　Fax ：62－5464）へ
　受付時間：月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く）
　　　　　　８時30分～17時15分

新型コロナウィルス感染症に伴う上下水道料金の支払い猶予について新型コロナウィルス感染症に伴う上下水道料金の支払い猶予について

フィルターポケット付きプリーツマスク寄贈式

▲寄贈された布マスク
　中にガーゼ等を入れて使用する構造になっています。

広報おぐに　2020.5
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支援事業名 内　　容 予算額 担　　当

介護職員初任者研修費補助金 介護職員初任者研修費用全額を助成します。 150千円 健康福祉課長寿介護担当
（☎61－1000）へ

お試し滞在補助金
本町への移住を目的として住居又は仕事を探
す、情報収集をする等の活動を行うかたに対
して滞在費を助成します。

270千円

総合政策課
協働のまちづくり担当

（☎87-0821）へ

就業目的移住者支援金 就業を目的等として移住した世帯に対し支援
金を助成します。 700千円

結婚新生活支援事業費補助金 結婚に伴う新生活を経済的に支援し住居費及
び引越費用の一部を助成します。 600千円

小国町移住世帯向け
食の支援事業

県外から移住した世帯に、米、味噌、醤油を
現物で助成します。 244千円

新社会人就職祝金交付事業 町内事業所等に就職された新卒者のかたにお
祝い金を交付します。 1,200千円 産業振興課商工労政担当

（☎62－2416）へ

小国の住宅総合支援事業補助金 移住者へ住宅を貸与する目的で空き家をリ
フォームした場合、改修費用を助成します。 600千円 地域整備課建設管理担当

（☎62－2431）へ

移住者をまるごと応援します！移住者をまるごと応援します！

※詳細は担当課までお問い合わせください。
※移住者とは、転勤・進学以外の目的で町外から転入したかたとなります。
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白
い
森
お
ぐ
に
ス
イ
セ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
２
０
１
８
年
10
月
に
、
本
町

の
玄
関
口
で
あ
る
横
根
ス
キ
ー
場
に 

ス
イ
セ
ン
を
植
え
、
た
く
さ
ん
の
花
で

小
国
町
に
来
る
か
た
を
お
迎
え
し
よ
う

と
実
行
委
員
会
が
行
っ
た
も
の
で
、
約

２
０
０
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
１
万
個
を
超
え
る
球
根
を

植
え
ま
し
た
。
ゲ
レ
ン
デ
上
部
に
は
白

い
森
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
か
た
ど
っ
て
白
い

ス
イ
セ
ン
を
植
栽
し
、
町
内
外
の
皆
さ

ん
に
白
い
森
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
親
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
し
た
。

　

昨
年
は
ち
ょ
う
ど
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
に
花
が
咲
き
、
石
楠
花

ま
つ
り
に
い
ら
し
た
お
客
様
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
暖
冬
の

影
響
か
４
月
中
旬
か
ら
咲
き
始
め
ま
し

た
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
か
た
ど
っ
て
白

く
咲
い
た
ス
イ
セ
ン
は
、
道
の
駅
や
ス

キ
ー
場
付
近
は
も
ち
ろ
ん
、
増
岡
地
内

か
ら
眺
め
て
も
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

近
く
を
通
り
か
か
っ
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
足
を
止
め
て
、
白
く
咲
い
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
眺
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
旬
の
一
枚
へ
の
投

稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２
年
目
の
今
年
も
き
れ
い
に
咲
い
て
ま
す
！

～
白
い
森
お
ぐ
に
ス
イ
セ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

▲昨年の様子（５月14日撮影）
　白いスイセンでかたどられたロゴマーク

▲きれいなロゴマークになるよう、４月21日　
に花の植え替えをおこないました
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民
生
委
員
児
童
委
員
（
以
下

「
民
生
児
童
委
員
」
と
い
う
。）
は
、

民
生
委
員
法
に
「
市
町
村
の
区
域

に
配
置
さ
れ
て
い
る
民
間
の
奉
仕

者
」
と
規
定
さ
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
児
童
福
祉
法
に
「
民
生

委
員
は
、
児
童
委
員
を
も
っ
て
充

て
る
」と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

民
生
委
員
が
児
童
委
員
を
兼
務
し

て
い
ま
す
。
活
動
に
つ
い
て
も
、

両
法
に
定
め
る
職
務
を
行
う
も
の

と
さ
れ
、
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ

て
は
、
守
秘
義
務
や
個
人
の
人
格

特集　地域住民と社会をつなぐ民生委員児童委員～支えあう　住みよい社会　地域から～

　
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
は

を
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
全
て
の
民
生
児
童

委
員
は
「
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
」（
以
下「
民
児
協
」と
い
う
。）

に
所
属
し
、
活
動
を
通
じ
て
把
握

す
る
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
対

応
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
の
徽き
し
ょ
う章

な
ど
に

用
い
ら
れ
て
お
り
、
幸
せ
の
め
ば

え
を
示
す
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

を
バ
ッ
ク
に
、民
生
委
員
の
「
み
」

の
文
字
と
児
童
委
員
を
示
す
双
葉

を
組
み
合
わ
せ
、
平
和
の
シ
ン
ボ

ご
存
知
で
す
か
？ 

こ
の
マ
ー
ク

ル
の
鳩
を
か
た
ど

っ
て
、
愛
情
と
奉

仕
を
表
し
て
い
ま

す
。

地域住民と社会をつなぐ民生委員児童委員
～支えあう　住みよい社会　地域から～

　

民
生
委
員
制
度
は
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
源
は
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
岡
山
県
で
発
足
し
た
「
済さ

い

世せ
い

顧こ

問も
ん

制せ
い

度ど

」
を
始
ま
り
と
し
ま
す
。
そ
の
後
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
、
名

称
が
現
在
の
「
民
生
委
員
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
で
は
、「
済
世
顧
問
制
度
」
が
始
ま
っ
た
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
今
月
は
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
や
、

実
際
に
活
動
さ
れ
て
い
る
委
員
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

東
部
・
北
部
地
区
合
同
サ
ロ
ン
の
様
子

【
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
根
本
俊
輔
撮
影
】
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【
つ
な
ぐ
活
動
】

　

社
会
福
祉
の
制
度
や
情
報
を
地

域
住
民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
、
関
係
機
関
に
連
絡
し
必
要

な
対
応
を
促
し
ま
す
。
地
域
サ
ロ

ン
や
高
齢
者
体
育
大
会
な
ど
へ
の

参
加
呼
び
か
け
も
そ
の
一
つ
で
す
。

Ｑ
小
国
町
に
は
、
何
人
の
委
員
が

い
る
の
？

Ａ
本
庁
地
区
、
北
部
地
区
、
南
部

地
区
、
東
部
地
区
の
４
地
区
に

分
か
れ
て
い
て
、
40
人
の
委
員

（
広
報
１
月
号
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。）
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
主
任
児
童
委
員
と
い
う
町

全
体
を
範
囲
と
し
て
、
子
ど
も

に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
う

委
員
が
3
人
い
ま
す
。

Ｑ
ど
の
く
ら
い
の
期
間
活
動
す
る

の
？

Ａ
任
期
は
３
年
間
で
全
国
一
斉
に

改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
再
任
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
現
在
の

任
期
は
令
和
元
年
12
月
～
令
和

４
年
11
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
お
金
は
も
ら
え
る
の
？

Ａ
無
報
酬
で
す
が
、
活
動
費
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

Ａ
担
当
す
る
地
区
の
一
員
と
し

て
、
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
住

民
の
立
場
で
相
談
や
助
言
、
必

要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。
民
生

委
員
の
活
動
に
は
、
①
社
会
調

査
、
②
相
談
援
助
、
③
情
報
提

供
、
④
連
絡
調
整
、
⑤
業
務
協

力
の
「
5
つ
の
職
務
」
が
あ
り
、

児
童
委
員
と
し
て
は
、
子
ど
も

の
健
全
育
成
の
た
め
、
地
域
活

動
の
援
助
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
実
際
の
活
動
に

分
類
し
て
紹
介
し
ま
す
。

【
見
守
り
活
動
】

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が

い
者
世
帯
等
で
生
活
上
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
世
帯
に
定
期
的
に
訪

問
し
て
、
生
活
状
況
や
犯
罪
防
止

の
た
め
の
見
守
り
役
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事

故
や
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
、
地
域
内
の
登
下
校
時

の
声
掛
け
や
、
通
学
路
の
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
支
援
活
動
】

　

地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
の
り
、
自
立

し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

特集　地域住民と社会をつなぐ民生委員児童委員～支えあう　住みよい社会　地域から～

こ
れ
知
っ
て
る
？

民
生
委
員
児
童
委
員
を
Ｑ
＆
Ａ
で
解
説

内容別相談・支援件数（令和元年度）

0

50

100

150

200

250

在
宅
福
祉

介
護
保
険

健
康
・
保
険
医
療

子
育
て
・
母
子
保
健

子
ど
も
の
地
域
生
活

子
ど
も
の
教
育
・
学
校
生
活

生
活
費

年
金
・
保
険

仕
事

家
事
関
係

住
居

生
活
環
境

日
常
的
な
支
援

そ
の
他

31
57

26
3

33
11

35
18 20

59

23 29

190
218

▲地域のかたのそれぞれの生活に密着したさまざまな内容に対応してい
ます。

※健康福祉課調べ※健康福祉課調べ
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決
め
た
そ
う
で
す
。
髙
橋
さ
ん
の

声
に
は
優
し
さ
と
意
欲
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
、
実
際
に
活
動
す
る
中
で
大
事

に
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
か
ら
増
岡
地
区
を
担

当
し
て
町
民
児
協
の
副
会
長
も
務

め
る
和
田
哲
彦
さ
ん
（
増
岡
）
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。
前
任
者
が
亡

く
な
り
、
地
域
の
か
た
と
の
付
き

合
い
方
を
手
探
り
で
始
め
た
こ
と

を
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
今
で
は
、
安
否
確
認

を
す
る
中
で
、
地
域
の
か
た
が
自

ら
進
ん
で
連
絡
を
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
ほ
ど
、
深
く
信
頼
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

民
生
委
員
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

「
災
害
が
多
く
な
る
中
で
、
増
岡

地
区
に
も
自
主
防
災
組
織
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
避
難
計
画
を
考

え
る
中
で
、
１
人
で
避
難
で
き
な

い
か
た
な
ど
の
情
報
を
把
握
す
る

の
も
、
民
生
委
員
と
し
て
の
重
要

な
役
割
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
が
一
丸
と
な

っ
て
、
住
民
を
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
地
域
の

か
た
の
窓
口
に
な
り
た
い
で
す
。」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

特集　地域住民と社会をつなぐ民生委員児童委員～支えあう　住みよい社会　地域から～

民
生
児
童
委
員
の
声

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

住
民
を
守
る
必
要
が
あ
る

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
い
い

か
ら
手
伝
う
よ

　
「
少
し
で
も
地
域
に
暮
ら
す
か

た
が
た
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
自
助
、
共
助
、
公

助
を
忘
れ
ず
に
、
一
歩
ず
つ
着
実

に
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
そ
う
話
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
、
昨
年
12
月
か

ら
岩
井
沢
1
、
平
林
地
区
を
担
当

す
る
髙
橋
和
夫
さ
ん
（
小
国
町
）

で
す
。
髙
橋
さ
ん
は
、
ご
両
親
が

介
護
が
必
要
に
な
り
退
職
を
考
え

て
い
た
と
き
に
、
民
生
児
童
委
員

の
話
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
生
活
と
違
う
福
祉
へ
の
関

心
と
地
域
に
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
考
え
、
務
め
る
こ
と
に

▲増岡地区を担当する和田 哲彦さん

▲岩井沢 1・平林地区を担当する髙橋 和夫さん

一、わたくしたちは隣人愛をもって
　　社会福祉の増進に努めます
一、わたくしたちは常に地域社会の
　　実情を把握することに努めます
一、わたくしたちは誠意をもってあらゆる

生活上の相談に応じ自立の援助に努めます
一、わたくしたちはすべての人々と協力し
　　 明朗で健全な地域社会づくりに努めます
一、わたくしたちは常に公正を旨とし

　人格と識見の向上に努めます

民生委員児童委員信条民生委員児童委員信条

　　▲民生児童委員の活動の根幹にあるもの
　　　研修会や会議では必ず唱和し、再認識している
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主
任
児
童
委
員
の
佐
藤
美
奈
子

さ
ん
（
小
国
小
坂
町
）
と
横
山
順

子
さ
ん
（
小
玉
川
）
は
そ
う
話
し

ま
す
。
担
当
地
区
が
な
い
た
め
、

個
人
を
相
手
に
活
動
す
る
こ
と
は

少
な
い
そ
う
で
す
が
学
校
活
動
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
の
雰
囲
気
を
把
握
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
「
見
守
っ
て
い
る
」

　

伊
佐
領
・
綱
木
箱
口
を
担
当
し

て
お
り
、
町
民
児
協
会
長
を
務
め

て
い
る
志
田
藤
夫
さ
ん（
伊
佐
領
）

は
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
４
期

目
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
志
田
さ

ん
は
、「
多
種
多
様
な
問
題
と
向

き
合
う
中
で
自
分
は
地
域
の
い
ち

住
民
で
し
か
な
い
か
ら
、
一
人
で

は
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
専
門
の
関
係
機
関
と
地
域
の

か
た
と
を
つ
な
ぐ
た
め
に
信
頼
関

係
を
深
め
る
よ
う
な
活
動
を
一
番

心
掛
け
て
い
る
」
そ
う
で
す
。
ま

た
、
民
生
児
童
委
員
の
仕
事
で
感

じ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、「
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の

付
き
合
い
が
多
い
た
め
、
最
初
は

話
も
し
て
く
れ
な
い
よ
う
な
か
た

と
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
よ
っ
て

良
い
関
係
性
を
築
い
て
も
、
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
介
護
施
設

や
他
地
区
の
ご
家
族
の
と
こ
ろ
に

行
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
付
き
合
い

が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
寂
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
最
後
に
民

児
協
の
会
長
と
し
て
、「
若
い
世

代
の
か
た
に
は
、
自
分
の
住
む
地

域
の
民
生
委
員
が
誰
か
を
知
ら
な

い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
生
活

に
困
っ
て
い
る
か
た
は
い
る
と
思

う
し
、
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
い

て
、
民
生
児
童
委
員
を
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
の
と
き
の
た
め
、

役
立
つ
民
生
委
員
に
な
れ
る
よ
う

信
条
を
心
に
留
め
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。」
そ
う
力
強
く
話

す
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

特集　地域住民と社会をつなぐ民生委員児童委員～支えあう　住みよい社会　地域から～

関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
を

果
た
し
た
い

「
地
域
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」

と
し
て
見
守
り
た
い

　

こ
れ
ま
で
、
民
生
委
員
児
童
委

員
の
か
た
が
た
は
、
１
０
０
年
以

上
も
の
長
き
に
渡
り
、
一
貫
し
て

生
活
困
窮
者
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
戦
後
に
は
、
痛
ま

し
い
惨
事
を
経
験
し
、
そ
の
時
代
、

時
代
に
お
い
て
、
地
域
の
福
祉
増

進
の
た
め
常
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
小
国
町
の
委

員
の
皆
さ
ん
も
、「
地
域
の
一
員
と

し
て
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
相

手
の
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
。」

を
胸
に
活
動
し
、
そ
の
住
民
の
思

い
を
行
動
に
移
す
お
手
伝
い
を
担

っ
て
き
ま
し
た
。
町
で
は
、
直
面

す
る
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
な

ど
の
課
題
解
決
の
た
め
、
民
生
児

童
委
員
の
か
た
が
た
や
関
係
機
関

な
ど
と
一
層
連
携
し
な
が
ら
、「
５

年
後
、
10
年
後
、
み
ん
な
が
輝
い

て
い
る
小
国
町
」
を
目
指
し
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◀
主
任
児
童
委
員
の
横
山
順
子
さ
ん

▶
主
任
児
童
委
員
の
佐
藤
美
奈
子
さ
ん

▲伊佐領・綱木箱口地区を担当する志田 藤夫さん

地
域
と
町
の
連
携

こ
と
が
伝
わ
り
、
安
心
し
て
生
活

し
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
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雪
を
豊
か
に
た
た
え
た
飯
豊
連
峰

を
仰
ぐ
、
長
者
原
（
小
玉
川
）
の
河

岸
段
丘
上
に
建
つ
旧
小
玉
川
小
中
学

校
（
平
成
20
年
３
月
閉
校
）。
そ
の

始
ま
り
は
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
、

小
玉
川
の
宝
泉
寺
に
設
置
さ
れ
た
玉

川
小
学
校
小
玉
川
分
校
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
同
一
学
区
に

あ
っ
た
泉
岡
や
玉
川
中
里
の
児
童
た

ち
が
小
玉
川
ま
で
通
学
す
る
の
は
大

変
で
あ
る
こ
と
や
、
児
童
数
が
増
え

て
宝
泉
寺
で
は
狭
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
明
治
34
年
、
校
舎
（
南
小
国

尋
常
小
学
校
小
玉
川
分
教
場
）
が
長

者
原
に
移
転
・
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
玉
川
集
落
か
ら
そ
の
長
者
原
の

学
校
ま
で
の
通
学
路
は
片
道

約
２
㎞
。
普
段
通
う
の
に
は

さ
し
て
問
題
の
な
い
道
で
す

が
、
猛
吹
雪
の
日
な
ど
は
と

て
も
危
険
で
、
児
童
た
ち
が

通
学
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
下
校
時
に
猛
吹
雪

に
あ
っ
て
帰
宅
で
き
な
く
な

り
、
長
者
原
の
親
戚
や
友
人

の
家
に
泊
め
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
（
小
玉

川
小
学
校
開
校
１
０
０
周
年

記
念
誌
『
小
玉
川
の
教
育
』

に
よ
る
）。
そ
の
た
め
、
小

玉
川
集
落
内
に
冬
季
分
校
の

設
置
を
望
む
声
は
強
く
、
昭

和
15
（
１
９
４
０
）
年
に
集

落
挙
げ
て
の
校
舎
建
設
工
事

の
末
、小
玉
川
冬
季
臨
時
分
教
場（
冬

季
分
校
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
、
昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
度

の
冬
ま
で
冬
季
分
校
が
毎
年
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
『
小
玉
川
の
教
育
』
に
よ
る
と
、

そ
こ
で
先
生
を
務
め
た
の
は
18
人
。

青
山
紀
恵
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
在

住
）
は
そ
の
一
人
で
、
数
少
な
い
女

性
の
先
生
で
し
た
。
父
親
が
長
者
原

発
電
所
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
た

め
、
青
山
さ
ん
は
小
さ
い
頃
か
ら
長

者
原
に
あ
っ
た
社
宅
で
暮
ら
し
、
育

ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
青
山
さ
ん
が
冬

季
分
校
で
先
生
を
し
た
の
は
昭
和
31

（
１
９
５
６
）
年
の
こ
と
で
す
。
米

沢
の
短
期
大
学
を
卒
業
後
、
小
玉
川

小
学
校
で
代
用
教
員
を
し
て
い
た
こ

と
が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
「
長
者
原
の
社
宅
に
親
と
住
ん
で

た
の
で
、
ス
キ
ー
を
履
い
て
毎
日
そ

　

か
つ
て
町
内
に
は
、
冬
季
（
臨
時
）
分
校
と
呼
ば
れ
る
冬
期
間
限
定
の
分
校
が
、

十
数
カ
所
（
※
注
）
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
本
校
（
あ
る
い
は
そ
れ

ら
の
分
校
）
ま
で
距
離
が
あ
り
、
雪
の
降
り
積
も
る
な
か
歩
い
て
通
う
の
が
困
難
な

児
童
た
ち
の
た
め
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
教
室
が
一
つ
し
か
な
い
よ
う
な
小
さ
な
建
物
で
、
先
生
も
一
人
。

た
い
て
い
は
地
域
の
青
年
女
性
が
教
員
を
務
め
ま
し
た
。
み
ん
な
一
緒
に
机
を
並
べ

て
の
授
業
や
、
晴
れ
た
日
の
ス
キ
ー
。
い
つ
の
日
も
冬
季
分
校
に
は
、
厳
し
い
環
境

を
も
の
と
も
し
な
い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
と
、
情
熱
あ
ふ
れ
る
先
生
の
声

が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
集
落
全
員
で
そ
れ
ら
の
若
い
先
生
を
支
え
、

地
域
の
学
び
舎
（
や
）
を
守
り
、子
ど
も
と
い
う
「
希
望
」
を
共
に
育
て
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
シ
リ
ー
ズ
で
、
町
内
に
あ
っ
た
冬
季
分
校
の
記
憶
を
た
ど
り
、
そ
の
よ

う
に
、
温
か
く
も
大
ら
か
に
人
を
育
ん
で
い
た
地
域
の
「
共
育
」
に
つ
い
て
見
つ
め

直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

外で雪だるまを作り、
記念撮影（昭和31年
度冬）

最後列右端が
青山さん

（写真提供＝
　本間正美氏、次頁も）

地
域
の
学
び
舎
、

冬
季
分
校①

小
玉
川　



こ
か
ら
通
い
ま
し
た
。
で
も
、
吹
雪

で
帰
れ
な
い
と
き
は
生
徒
の
家
に
泊

め
て
も
ら
っ
て
。
今
考
え
れ
ば
よ
く

通
っ
た
な
と
思
う
け
ど
、
当
時
は
そ

れ
が
苦
労
だ
な
ん
て
全
然
思
わ
な
か

っ
た
で
す
。
や
っ
ぱ
り
若
か
っ
た
ん

で
し
ょ
う
ね
。

　

教
室
に
は
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
い
て
、
学
年
を
分
け
て
同
時
に
授

業
を
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。で
も
、

音
楽
の
授
業
で
は
、
み
ん
な
一
緒
に

な
っ
て
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
オ
ル
ガ

ン
が
あ
っ
た
の
で
、
２
つ
、
３
つ
ば

▲スキー授業（昭和34年度冬）
後ろの建物が小玉川冬季分校の校舎

か
り
弾
け
る
唱
歌
を
伴
奏
で
弾
い

て
。
そ
れ
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。」

と
青
山
さ
ん
は
冬
季
分
校
の
思
い
出

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

体
育
の
授
業
で
は
、
晴
れ
て
い
れ

ば
外
に
出
て
ス
キ
ー
や
雪
だ
る
ま
づ

く
り
を
し
た
と
も
青
山
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

　
「
授
業
の
記
憶
は
全
然
な
い
ん
だ
、

も
ち
ろ
ん
し
て
た
け
ど
。
天
気
良
い

と
、
子
ど
も
ら
が
す
ぐ
『
先
生
、
ス

キ
ー
す
っ
べ
』
な
ん
て
言
い
出
し

て
。
晴
れ
て
い
る
と
毎
日
、ス
キ
ー
、

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
お
泊
ま
り
会
と
い

う
の
が
あ
っ
て
、
夜
み
ん
な
で
学
校

に
泊
ま
っ
た
ん
だ
け
ど
、
夜
の
お
し

ゃ
べ
り
が
楽
し
く
て
よ
。
と
て
も
眠

れ
る
も
ん
で
な
か
っ
た
な
。
そ
う
い

っ
た
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
よ
。」
と
本
間
さ
ん
は

言
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
冬
季
分
校
は
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
地
域
の
大
人
た
ち

に
と
っ
て
も
楽
し
み
の
場
で
し
た
。

　
「
分
校
に
幻
灯
機
が
あ
っ
て
フ
ィ

ル
ム
を
映
し
て
た
ん
だ
。
夜
に
な
る

と
、
大
人
た
ち
集
落
の
人
も
み
な
学

校
に
集
ま
っ
て
。
当
時
は
佐
藤
祐
一

先
生
（
昭
和
34
年
度
～
39
年
度
）
だ

っ
た
ん
だ
け
ど
、
と
く
に
そ
の
先
生

の
活
弁
が
上
手
く
て
、
み
ん
な
引
き

込
ま
れ
る
ん
だ
。
最
高
だ
っ
た
。

　

そ
れ
と
か
、
毎
年
３
月
に
本
校
で

学
芸
会
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
も

地
域
の
人
た
ち
、
み
な
見
に
来
て
く

れ
た
。
こ
っ
ち
（
冬
季
分
校
）
の
子

と
本
校
の
子
と
で
そ
れ
ぞ
れ
出
し
物

や
り
あ
っ
て
。
も
う
競
争
よ
、
ど
っ

ち
が
面
白
い
か
っ
て
さ
。
覚
え
あ
る

の
は
『
ア
リ
バ
バ
と
40
人
の
盗
賊
』

と
か
劇
だ
な
。
大
人
た
ち
が
励
ま
し

て
く
れ
た
り
、
大
い
に
喜
ん
で
く
れ

ス
キ
ー
っ
て
感
じ
だ
っ
た

な
。
で
も
、
当
時
は
そ
れ

で
学
力
が
ど
う
た
ら
な
ん

て
こ
と
は
誰
も
思
わ
な
か

っ
た
ね
、
親
も
我
々
も
。」

そ
う
話
す
の
は
、
小
学
１

年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
冬

季
分
校
に
通
っ
た
、
小
玉

川
の
本
間
正
美
さ
ん
（
昭

和
26
年
生
ま
れ
）
で
す
。

本
間
さ
ん
が
小
学
生
の
と

き
は
５
年
生
以
上
の
高
学

年
に
な
る
と
、
冬
季
も
中

学
生
と
一
緒
に
長
者
原
の

本
校
へ
通
学
す
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

た
り
す
る
か
ら
さ
、
一
生
懸
命
練
習

し
た
な
。」
と
本
間
さ
ん
は
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

雪
で
人
の
往
来
が
途
絶
え
が
ち
な

小
玉
川
の
冬
季
分
校
。
そ
こ
は
教

科
書
に
書
か
れ
た
「
知
識
」
を
先
生

が
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

大
人
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
共
に
笑

い
、
喜
び
、
そ
し
て
「
地
域
の
楽
し

み
」
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
る
、
温

か
な
学
校
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

※
注　
『
道
―
小
国
小
の
歩
み
―
』（
小

国
小
学
校
創
立
１
２
０
年
記
念
誌
）
に

よ
る
と
、
最
も
多
い
と
き
で
町
内
16
カ

所
に
冬
季
分
校
が
設
け
ら
れ
た
。

卍

★

宝泉寺内川

至、長者原

至、樽口峠

冬季分校跡地

小玉川集落 

Map



町内小中学校入学式

期待と不安が入り混じる中、堂々と
　感染症対策のため、例年とは違う異様な雰囲気
の中、４月７日に町内小中学校の入学式が行われ
ました。小国中学校では、中学校アリーナで入学
式が行われ、新入生は、これからの希望や不安に
胸を膨らませていました。新入生代表の酒井直く
んは、「自立できるように、心と頭を柔軟に働かせ、
仲間と切磋琢磨する気持ちを忘れず充実した毎日
を過ごしたい」とこれからの抱負を力強く話しま
した。　

入学式で久しぶりの友達との再会
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、休校が続く中、在校生にとって久しぶりの登
校となったこの日、友達との再会にみんな笑顔を
輝かせていました。

令和２年度小国町交通安全祈願祭

町内の１年間の交通安全を願って
　小国町交通安全推進協議会が主催する交通安全
祈願祭が、４月６日、大宮子易両神社で行われ、
小国地区交通安全協会や小国町交通安全母の会の
会員など７団体が参加しました。
　交通安全祈願祭の後、小国警察署のパトカー４
台による交通安全啓発パトロールの出発式も行わ
れ、参加者に見送られたパトカーが町内を巡回し
て交通安全を呼びかけました。

小国町鳥獣被害対策実施隊委嘱書交付式・鳥獣会議

町内の有害鳥獣捕獲に期待
　小国町鳥獣被害対策実施隊委嘱書交付式が、４
月３日、おぐに開発総合センターで開催され、実
施隊105人の代表11人が出席しました。
　町長から、「隊員としての自覚と誇りを持って業
務にあたっていただきたい」とあいさつがあった
後、隊員のかたがたは鳥獣会議を行い、翌日より
始まる春グマの捕獲を始め、有害駆除に対しての
注意事項を確認しました。

◀
叶
水
小
中
学
校
の
様
子

◀
小
国
小
学
校
の
様
子
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「熊狩り」
地域おこし協力隊　　吉

よ し だ

田　悠
ゆ う と

斗

▲「背景に飯豊連峰」

　狩猟免許を取得してから初めて鳥獣被害対策実施隊員
に委嘱され、４月に熊狩りへ行ってきました。今年は例
年になく雪不足でしたが、山の上は思った以上に雪が残っ
ていました。１日がかりで捜索しましたが、結果、熊に
出会えず初日は終わりました。まだ寒く、冬眠している
巣穴から出てこないのだと先輩方は言います。雪上の熊
の足跡も、１頭しか見られませんでした。この日は私が
住んでいる樽口集落の裏山を探索しましたが、熊がすぐ
近くで生息していることを改めて実感しました。私は人
間も自然の一部という立場です。まもなく小国町に移住
して２年が経ちますが、未だに熊も蛇も蜂も怖いです。
ただ、自然を一方的に排除していくのではなく、いかに
受け入れ共存していくのか、そこに人間が生きていく上
での回復力や強靭さに繋がるものがあるのだと自分に言
い聞かせています。

協力隊通信
series 49

髙野順子さん（兵庫舘）小国警察署から感謝状

道迷いの高齢者を親切な声掛けにより保護
　介護老人保健施設温身の郷に勤める介護員の髙野順子さん（兵庫舘）に、３月27日に小国高校周辺で道
に迷っている高齢者を保護したとして、小国警察署から感謝状が贈られました。髙野さんは、「長年、お年
寄りと接する仕事をしてきたため、声を掛けたときに様子がおかしいことに気づくことができました。自
宅もわからないようだったので、警察署まで送ることにしました。」と状況を説明されました。また「高齢
化が進む中、今回のようなことは、地域で支える問題だと思うし、感謝状をもらうようなことではなく当
たり前のことをしただけです。」と話してくださいました。

　　自宅がわからないかたも、
　　安全に帰宅できるように
　町では、帰宅困難者を安全に保護す
るため、小国町認知症高齢者等帰宅支
援事業を展開しています。保護された
かたはこの事業に登録していました。
警察署に送り届けられた時点で、家族
から捜索願いは出ていませんでした
が、保護した場所、年齢等から帰宅支
援事業の登録名簿と照合し、該当者が
いたため連絡したところ、家族で捜索
中だったそうです。
　「帰宅支援事業に登録していたこと
により早期発見につながった。」と警
察署長は話します。
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　高齢者肺炎球菌ワクチン
　　　　　　　予防接種について
■助成対象
　令和２年度の対象者は、次の各年齢です。ただ
し、すでに肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けた
ことがあるかたは対象外です。

65歳　昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生まれ
70歳　昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生まれ
75歳　昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生まれ
80歳　昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生まれ
85歳　昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生まれ
90歳　昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生まれ
95歳　大正14年４月２日～大正15年４月１日生まれ
100歳　大正９年４月２日～大正10年４月１日生まれ

　また、60～64歳のかたで、心臓、腎臓もしくは
呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能に障害を有するかた（身体障がい者手
帳１級相当）も対象になります。
■接種有効期間　令和３年３月31日㈬
■接種料金　予約の際、医療機関にご確認ください。
町負担額3,000円を差し引いた額が自己負担になります。
■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ

　風しん抗体検査および
予防接種費用の助成　

■助成対象
【抗体検査】

　　小国町に住所を有し、次の①～③に該当する
かた。ただし、過去に抗体検査を受けたことが
あるかた、風しんに罹患したことがあるかた、
および予防接種を２回実施したかたは対象にな
りません。

①妊娠を希望している25～50歳の女性（妊娠中、
妊娠している可能性のあるかたは除く）

②妊娠を希望している25～50歳の女性（ただし、
抗体価が16を超えるかたを除く）の夫および同
居家族

③抗体価が16以下または妊婦健診結果判明前の妊
婦の夫および同居家族

【予防接種】
　　抗体検査の結果、抗体価が十分でないと確認

されたかた（妊婦健診結果判明者を含む）※助
成を受け、抗体検査等を実施する場合は、あら
かじめ健康福祉課に連絡し、風しん抗体検査受
診票の交付を受けてください。

■費　用　無料で受けられます。
■受付期間　令和３年３月12日㈮まで
■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ

情報公開制度と個人情報保護制度の
令和元年度の運用状況

■情報公開制度　
　情報公開請求17件
　【決定件数20件（うち前年度繰越３件）、取り下

げ０件、翌年度繰越０件】
○内訳　
　◇全部公開３件◇部分公開16件◇非公開１件（不

存在）◇異議申し立て０件
■個人情報保護制度
　個人情報取扱事務届出件数497件
○内訳　
　◇町413件◇教育委員会41件◇選挙管理委員会

21件◇監査委員１件◇農業委員会16件◇固定資
産評価審査委員会１件◇議会４件

（総務課行政管理担当）

　４月１日から町立病院の内科に山川洋平
先生が着任し、診療にあたられています。
　山川先生はこれまで公立置賜総合病院で
初期研修を行い、県立中央病院で消化器内
科医として経験を積んでこられました。「高
齢化率も高い町で、老若男女から信頼され
る医師を目指して頑張りたいです。」小国の
印象について「今年は少雪で私のイメージ
と違いましたが、豊かな自然を楽しみたい
です。」と話してくださいました。

町立病院内科に

山川洋平 医師

出身：山形市

専門：消化器内科

広報おぐに　2020.5
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　町では、障がいを持つかたの福祉の推進
を図ることを目的として、身体障がい者相
談員および知的障がい者相談員を設置して
います。このたび、次のかたを相談員とし
て委嘱しました。

　■身体障がい者相談員
　　舟山　健蔵さん（越中里・再任）
　　斎藤　登志夫さん（岩井沢・再任）
　■知的障がい者相談員
　　伊藤　信子さん（増岡・再任）

　なお、任期は令和２年４月１日から令
和４年３月31日までとなります。

身体障がい者相談員および
　知的障がい者相談員を委嘱

新社会人就職祝金交付事業
　町では、移住定住促進に向けたさまざまな施策のひと
つとして、町内事業所等で働き始めた新卒者を対象に就
職祝金を交付します。該当するかたを雇用した事業所等
は、期限までに届出をしてください。
■対象者　町内事業所等に就職した新卒者
■届出方法
　新卒者を雇用した事業所等は、届出書（町HPに掲載）に

添付書類を添えて、産業振興課に届出をしてください。
■添付書類
　雇用が確認できる書類（雇用保険被保険者資格取得通

知書等）、新卒者であることが確認できる書類（内定
通知書の写し等）

■受付期間　６月12日㈮まで
■届出・問合先
　産業振興課商工労政担当（☎62－2416）へ

入札結果情報（令和２年３月21日～令和２年４月20日実施）
入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R2.3.30 令和元年度繰越明許費林道樽口峠線災害復旧工事 樽口 R2.6.30 5,602,000 遠藤建設㈱ 5,600,000

R2.3.30 令和２年度町道舗装補修業務委託 町道全路線 R3.3.31 2,614,000 小国開発㈱ 2,500,000

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

単位（円）

令
和
３
年
度
採
用

小
国
町
職
員

小
国
町
職
員
を
募
集
募
集
し
ま
す

■
職
種

　
上
級
行
政
（
大
卒
程
度
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
受
験
資
格
　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
か
た
で
、
大
学
を
卒
業
・
卒

業
見
込
み
の
か
た

■
試
験
内
容

▽
第
１
次
試
験

教
養
試
験
、職
場
適
応
性
検
査
、

作
文
試
験

▽
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に

面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
試
験
日
お
よ
び
会
場

▽
第
１
次
試
験　

６
月
28
日
㈰

　

や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル（
山
形
市
）

▽
第
２
次
試
験　

７
月
下
旬
～
８

月
上
旬　

小
国
町
役
場

■
募
集
期
間
　

　

５
月
11
日
㈪
か
ら
６
月
８
日
㈪

ま
で
（
必
着
）

■
受
付
時
間
お
よ
び
場
所

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

総
務
課
行
政
管
理
担
当
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
土
日
お

よ
び
祝
日
は
、
日
直
の
職
員

へ
提
出
く
だ
さ
い
。）

■
募
集
要
項
・
申
込
書

○
配
布
場
所

　

小
国
町
役
場
、
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
、
お
ぐ
に
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
資
料
の
郵
送
を
希
望
す
る
か

た
は
問
合
先
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
　

　

総
務
課
行
政
管
理
担
当
（
☎

62
‐
２
１
１
２
）
へ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
状
況
等
に
よ

っ
て
は
、
日
程
等
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
場
合
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
変
更
内
容
を

記
載
す
る
と
と
も
に
、
す
で

に
応
募
さ
れ
て
い
る
か
た
に

直
接
ご
連
絡
し
ま
す
。
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募
集

お
知
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
１
・
４
階
）

■
対
象　

▽
世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

②
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地

　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
対
象

▽
世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

▽
60
歳
以
上
の
か
た
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
同

居
す
る
か
た
が
配
偶
者
ま
た
は

60
歳
以
上
の
親
族
で
あ
る
こ
と

①
～
②
共
通

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

6
月
8
日
㈪

◎
入
居
時
期　

6
月
下
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

　

就
職
準
備
金　

20
万
円
以
内

　

貸
付
利
子　
　

無
利
子

■
返
還
免
除
に
つ
い
て

　

卒
業
後
、
５
年
間
継
続
し
て
従

事
す
る
こ
と
。（
要
件
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。）

■
募
集
期
限　

５
月
15
日
㈮

■
募
集
人
数
　

　
介
護
福
祉
士
修
学
資
金　

38
人

　

保
育
士
修
学
資
金　

１
０
０
人

■
申
込
方
法　

入
学
さ
れ
た
養

成
施
設
を
通
し
て
申
込
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
山
形
県
社
会
福
祉

協
議
会
地
域
福
祉
部
生
活
支

援
係
（
☎
０
２
３
‐
６
２
２
‐

５
６
９
９
）
へ

■
問
合
先　

山
形
財
務
事
務
所
理

財
課
（
☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐

５
２
０
１
）
へ

農
業
経
営
実
践
講
座
の

　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

■
貸
付
内
容
（
共
通
）

　
修
学
資
金　
　

５
万
円

　

入
学
準
備
金　

20
万
円
以
内

介
護
福
祉
士
・
保
育
士
修
学
資

金
の
借
入
希
望
者
の
募
集

■
日
時　
５
月
18
日
㈪
、
19
日
㈫
、
20
日
㈬

　

8
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

■
場
所　
山
形
財
務
事
務
所（
山
形
市
）

令
和
２
年
度
自
動
車
税
種
別
割

　
（
県
税
）
の
納
税
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は

６
月
１
日
㈪
で
す
。
お
近
く
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
各
総
合
支
庁

税
務
担
当
課
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先
　
置
賜
総
合
支
庁
税

務
課
（
☎
０
２
３
８
‐
26
‐

６
０
１
４
）
へ

㈱
大
沼
の
商
品
券
を
お
持
ち

の
皆
さ
ま
へ

　

㈱
大
沼
の
商
品
券
の
還
付
申
出

手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
東
北
財
務
局
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先　

東
北
財
務
局
金
融
監
督
第
三

課
（
☎
０
２
２
‐
７
２
１
‐
７
０
７
９
）、

山
形
財
務
事
務
所
理
財
課
（
☎
０
２
３
‐

６
４
１
‐
５
１
７
８
）
へ

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い

結
婚
相
談
会
の
ご
案
内

　
農
業
者
の
か
た
を
対
象
に
、
８

つ
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

■
開
講
講
座
　
①
米
づ
く
り
基
礎

　

②
果
樹
経
営
開
始
③
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
④
き
ゅ
う
り
⑤
啓
翁
桜
⑥

乳
牛
・
肉
牛
の
飼
養
管
理
⑦
農

業
簿
記
基
礎
⑧
農
産
加
工
基
礎

■
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
等
実
費
負
担
）

■
申
込
期
限
　
５
月
７
日
㈭

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
で
お

悩
み
の
か
た
の
借
金
と
心
の

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

■
開
講
式
　
　
５
月
12
日
㈫

■
申
込
・
問
合
先　

西
置
賜
農
業

技
術
普
及
課
（
☎
０
２
３
８
‐

88-

８
２
１
２
）
へ

　

結
婚
に
関
す
る
不
安
や
お
悩
み

を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
に
個
別
の
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。　

■
日
時　

６
月
14
日
㈰
、
7
月
12
日
㈰

　
　
　
　

13
時
～
16
時
45
分

■
場
所　

あ
こ
や
会
館（
山
形
市
）

■
対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
か
た

　

ま
た
は
そ
の
ご
家
族

■
費
用　

無
料

■
問
合
先　

や
ま
が
た
出
会
い
サ

　

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

　

‐
６
１
５
‐
８
７
５
５
）
へ
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　１．各健診の日程等
　　■３ ・４カ月児健診
　　・期　　日　５月８日㈮
　　・受付時間　13：05～13：15
　　・対　　象　令和元年12月・
　　　　　　　　令和２年１月生まれ
　　■９・10カ月児健診
　　・期　　日　５月８日㈮　　
　　・受付時間　13：00～13：10
　　・対　　象　令和元年６月、７月
　　　　　　　　生まれ
　　■１歳児健診
　　・期　　日　５月８日㈮
　　・受付時間　12：50～13：05
　　・対　　象　令和元年５月生まれ
　２．場　所　健康管理センター
　３．その他
　　　母子健康手帳を持参ください。
　４．問合先　健康管理センター
　　　　　　　（61－1000）へ

今月の納税
　�　５月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

● ５ 月 2 6 日 ㈫　水道料��
● ６ 月 １ 日 ㈪　
　固定資産税、介護保険料、下水
道料�、簡易水道料、住宅使用料、
保育料、児童福祉使用料

■問合先
　町民税務課税政管理室
　（62－2403）へ

２０２０．５

５５月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

・なかよし広場は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、４月８日㈬～５月８日㈮までお休みとなります。

・子育て相談は、電話のみ受付しております。　
　※その後の予定は、未定です。

■５月のなかよし広場お休みのお知らせ　

休日当番担当歯科医のお知らせ
５月３日㈰ 米沢　米沢ファミリー歯科・矯正歯科 0238－21－5533

５月４日㈪ 南陽　さくら歯科クリニック 0238－27－8241

５月５日㈫ 長井　斎藤歯科医院 0238－88－1827

５月６日㈬ 米沢　近野歯科医院 0238－23－1187

５月10日㈰ 川西　長十歯科医院 0238－42－5152

５月17日㈰ 米沢　高橋歯科医院 0238－23－8888

５月24日㈰ 南陽　黒江歯科医院 0238－47－2154

５月31日㈰ 米沢　あさひ歯科医院 0238－24－0118

　右の表は４月21日 現 在 でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国町
をおもな就業先としている求人情報で
す。既に雇用が確定している場合もあり
ますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワー
ク長井（☎84－8609）へ。

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間
荒川興業㈱ 製造加工【正社員・正社員以外】 各１人 ８：20～17：10

社会福祉法人小国福祉会

看護師（常勤正規職員） １人 ８：00～17：00他

介護員 １人 ６：30～15：30他

介護員【年度更新】 １人 ６：30～15：30他

山和建設㈱

２級土木施工管理技士・２
級建築施工管理技士【本社】 ３人

８：00～17：00
１級土木施工管理技士・１
級建築施工管理技士【本社】 ３人

猪野電気工事㈱ 内線工事作業員 １人 ８：00～17：00

日本重化学工業㈱小国事業所 電子材料の製造等スタッフ ４人 ８：15～17：15

㈱高橋工務店

土木技術者（見習い可） ２人

８：00～17：00建築技術者（見習い可） ２人

現場作業員 ２人

㈱高橋商会 ガソリンスタンドスタッフ １人 ８：00～17：00他

㈱山芳工務店 電気設備工 １人 ９：00～18：00

小国グリーンエナジー合同会社 ペレットストーブ・薪ストーブ
設置工事助手・煙突清掃など １人 ８：00～17：00

アクサ生命保険㈱長井オフィス 商工会議所・商工会共済・
福祉制度推進スタッフ ２人 ９：15～16：15他

大河内産業㈲

一般事務員 １人

８：00～17：00ダンプ・重機運転士 １人

一般作業員 ２人

㈱小国いきいき街づくり公社 販売員 １人 ９：00～18：00

17

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、掲載されている日程等が変更になる可能性があります。新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、掲載されている日程等が変更になる可能性があります。
開催状況については、各問合先に確認してください。開催状況については、各問合先に確認してください。



相　談

▽年金相談▽年金相談
■日　時　５月20日㈬
　　　　　10：30～13：30
■場　所　役場
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　町民税務課住民窓口担当へ

　５月のあいべイベント等については、新型
コロナウイルス感染症拡大を防止するため、
中止となりました。

あいべイベント５月の

休館日　毎週月曜日・祝日～新着図書～

■問合先
　　　（☎62－5808）

木 下 　 斉
徳 江 千 代 子
飯 山 晄 朗
加 来 耕 三
新 井 久 子

◇凡人のための地域再生入門 
◇食品の保存テク
◇いまどきの子のやる気に火をつけるメンタルトレーニング
◇日本史に学ぶ一流の気くばり
◇かんたん　かわいい！手作りマスク

　町では、子育てしやすい環境づくりを進める中
で、妊娠・出産等に要する経済的負担を軽減し、
安心して出産を迎えられるよう出産支援金を給付
しています。
■助成対象者　
　母子健康手帳の交付を受けたかたで、申請時に

妊娠中で小国町に住所のあるかた
※他市町村で母子健康手帳の交付を受け、小国町

に転入されたかたで申請時に妊娠中のかたも対
象になります。

■助成金額　妊婦１人に対し５万円
　　　　　　（うち３万円は白い森共通商品券）
■申請方法　
　母子健康手帳交付の際に申請書をお渡ししま

す。印鑑と本人または配偶者の銀行口座番号等
が分かるものをお持ちください。転入者のかた
は、母子健康手帳もお持ちください。

■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ

出産支援事業のお知らせ特定不妊治療費助成
■助成対象者　
　小国町に住所を有し、山形県特定不妊治療費助成

の対象となるかた、または妻の年齢が43歳以上
で夫婦合算の控除後の所得額が730万円未満のか
た

■助成内容　
　体外受精および顕微授精の治療費に対し、上限

10万円を助成
※助成内容等により上限額が変わります。詳細は健

康福祉課に問合せください。今年度より事業拡
充により、出産ごとに６回（40歳以上の場合３回）
まで利用できます。

■申請方法　申請書と以下の書類を提出ください
　①特定不妊治療費助成事業受診等証明書（県助成

該当者は写し）
　②県特定不妊治療費助成金給付決定通知書の写し

（県助成該当者のみ）
　③特定不妊治療に要した費用に関わる領収書の写し
　④ご夫婦の所得証明書（県助成該当者は不要）
　⑤所得額算出表（県助成該当者は不要）
■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ 前期危険物取扱者試験準

備講習会の中止について
　４月号に掲載しました「前期危険
物取扱者試験準備講習会」について
は、今般のコロナウイルス感染症拡
大を防止するため、中止となりまし
た。
■問合先　西置賜行政組合消防本部予防課
　　　　　（☎0238－88－1797）へ
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●総合センター（教育委員会事務局）　☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課）　☎61－1000
●子育て支援センター　☎62－2330　●町民体育館　☎62－5421　●あいべ　☎62－5808　●小玉川振興事務所　☎64－2008
●町立病院　☎61－1111　●老人保健施設　☎61－1200　●訪問看護ステーション　☎61－1002
●斎場夜間受付（17:00～21:00）　☎023－645－3077
●ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/
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誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和２年３月31日現在）

人口　男・・・3,633人 （－ 31）
　　　女・・・3,670人 （－ 42） 
　　　計・・・7,303人 （－ 73）
世帯数　　    2,987世帯 （－ 33） 

（ ３ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。
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編集後記

結婚おめでとうございます。

京 都 市
北

侑 人
詩 園（ 二 上

伊 藤

　小国町森林組合に勤める木村哲也さん（貝少）と木
村拓海さん（伊佐領）。哲也さんは、置賜農業高校在
学時にチェーンソーなどの林業機械による作業に面白
さを感じ、県立農林大学校に進学されました。そこで
習得した技術を、担当業務の伐倒（木を切り倒すこと）
作業に活用しています。「木を倒したい方向を定め、
風向きを考えながら作業するのが非常に難しく、コツ
をつかむまで苦労しました。伐倒だけができるのでは
なく、さまざまな林業機械を使える作業員を目指しま
す。」と話してくれました。拓海さんは、勤務して３
年目になります。事務職の採用でしたが林業全体の仕
事を覚える必要があるため、現在は現場に出て植林地
の下刈りなども行っています。「自分が作業した範囲
の広さを見た時の達成感は格別です。今は先輩に手助
けしてもらってばかりなので、早く一人前になりたい
です。」と話します。
　小国町森林組合は、昭和47年に本町、北部、南部、
津川の４組合が合併し誕生しました。林産販売事業で
は年間20,000㎥余りを生産するほか、特産加工事業と
して町内から仕入れた山菜・きのこを中心に森のめぐ
み直売所（綱木箱口）での販売や、町外や県外への発
送も行っています。職場環境づくりにも力を入れてお
り、若手、ベテラン職員問わず和気あいあいとした明
るい職場を目指しています。また、安全第一を心がけ
業務を行っております。

小国町森林組合小国町森林組合
代 表 者　代表理事組合長　河内昭佐
従 業 員 数　39人
所 在 地　小国町大字小国小坂町二丁目57番地
事 業 概 要　 素材生産・販売、木質チップ製造、造林・保育、

病害虫駆除、山菜・きのこ販売・加工

仕 事
図 鑑
vol.23vol.23

▲おススメのウエアに身を包む、木村拓海さん（左）と木村哲也さん（右）
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●小国町役場　☎62－2111㈹fax62－5464
●総務課（行政管理担当／管財・危機管理担当／財政担当）　☎62－2112　●総合政策課　☎62－2264
●会計室　☎62－2406　●観光経済室　☎62－2416　●農林振興室　☎62－2408
●住民窓口担当・町民生活担当　☎62－2260　●国保医療担当　☎62－2261　●税政管理室　☎62－2403
●建設管理室　☎62－2431　●建設技術室　☎62－2432　●議会事務局　☎62－2448



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景 No.12

⑫「横川と桜並木」
　中央のクアーズテック株式会社社寮を設計したのは、あの東京タワーや小玉川の長者原発電所を
設計した内藤多仲氏です。周辺には、毎年、花見客で賑わう桜並木が続き、その桜並木の脇を目の
覚めるようなエメラルドグリーンの横川が流れ、春の訪れを感じさせます。新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止のため、全国を対象とした緊急事態宣言が出され、不要不急の外出を控えるよ
う要請されていますが、毎年私たちを癒してくれる景色がそこにはあります。今は、しばし我慢の
時期。いつもと変わらない毎日を過ごせるようになるまで、皆さんで乗り切りましょう。
　来年、この桜並木の下で皆さんとお会いできる日を楽しみにしています。

広報おぐに　2020.5
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